別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　　目：農業振興費
	事業名:健康こだわり農産物・食品創出支援事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　農政部　農業技術課　クリーン農業担当　電話番号：058-272-1111（内2846）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11419@pref.gifu.lg.jp 
	事業費


　要求額：900千円（前年度予算額：900千円）

	事業内容


	１　事業の内容


県産農産物に含まれる栄養素や健康の維持増進に寄与する機能性成分に着目した調査研究を行い、県産農差物の優位性を科学的に証明し、県民・消費者にアピールするとともに、機能性成分に優位性のある作物をベースにした新商品の開発を図る。
（１）事業費　 １，８００千円
（２）社団法人ぎふクリーン農業研究センター
（３）補助率   １／２
（４）補助対象
　　 県内農産物であるにんじん、枝豆、富有柿、さといも等について、機能性成分の量や差違を科学的に検証し、その結果を踏まえて加工品の商品化、販売戦略へ活用する。
	２　所要経費


   補助金　９００千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


第５章　県が取り組む政策の方向性

　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　　○売れる農畜産物をつくる

　　　　（２）安全・安心でうまい農畜産物をつくる

	２　これまでの取組状況


　・夏秋トマト、えだまめの機能性成分と生産流通条件の関係を解析し評価した。
　・宿儺かぼちゃの機能性成分を研究するとともに、調理加工特性を評価した。
	３　これまでの取組に対する評価


・他産地に比べ、県内産の夏秋トマトのリコピン含量が多く、えだまめの糖含量も高

いことを明らかにし、流通管理が行き届いた県内農産物の優位性を示した。
　　　・宿儺かぼちゃの機能性成分（オリゴ糖）の研究により機能性ＰＲによる販売戦略の

構築が図られた。また、調理方法の提案により、高齢者用食品、皮を含めた調理方

法などが提案された。
　・消費者の食に対する安全、安心志向の高まりとともに、健康に良いとされる農産物

の機能性成分が注目されており、県内農産物の販売優位性を確保するうえで、機能

性成分の研究と探索及び産地への提案を図る必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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